
（別紙３）

〜 2026年4⽉5⽇

（対象者数） 7⼈ （回答者数） 2⼈

〜 2026年4⽉5⽇

（対象者数） 8⼈ （回答者数） 8⼈

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 決められたルールを守る習慣を⾝に着けつつも
⾃由時間等の⾃発的な取り組みを増やしていきたい

2
すべての職員が専⾨的な知識を平等に持てるように取り組
んでいきたい。職員が勉強会内容を考え、共有できる「イ
ンプット・アウトプット」の機会をもっと増やしたい

3
活動内容も、職員が考えるものを取り組んでもらう形が
多いので、今後は⼦ども達が主体的に活動を考え取り組
めるような機会を作っていけるよう⼯夫していきます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
気分転換に外に連れ出す等の⼯夫が必要でる。
運動⾯では、天気が良い⽇には近隣の公園に出かけてい
ます

2
ご家庭で抱える困り事をしっかりと聞き取り、どの様な
ペアレントトレーニングが必要か把握し機会を作ってい
く。

3 今後も訓練を重ねると共に、保護者の⽅には⾯談時にお伝
えし周知をしっかりと⾏っていきます。

○事業所名 アビリティキッズおおもり（児童発達⽀援）

○保護者評価実施期間 2026年3⽉21⽇ ⼟曜⽇

○保護者評価有効回答数

2026年3⽉21⽇ ⼟曜⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年4⽉20⽇ ⽉曜⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

緊急対応マニュアル等の保護者への周知が充分ではない
保護者⼀⼈ひとりにマニュアル等についての伝達が⾏き渡っ
ていない為、⼗分に周知されていないと思われる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

活動スペースに限りがあり、部屋数が少ないため、クールダ
ウンする専⽤の部屋がない。

クールダウンが必要な際には、周囲が気になってしまいなか
なかクールダウンできない。また、⾼学年になると運動
を取り⼊れた集団でのゲームは狭さを感じることもあ
る。

保護者へのペアレントトレーニングを活発に⾏えていない

保護者のニーズをしっかり聞き取り必要な情報を提供する必
要があった。
個別では、困りごとに対し解決できる様⽀援していますが保
護者の⽅全体に⾏える機会を設ける必要があった。

視覚化されたスケジュールや⾃席や、ロッカー等に名前札で
⾃分のスペースを確⽴。⾃⽴に向けた⽀援、体制を整えてい
る

⾃分の座る席、荷物を⼊れるロッカー、今⽇のスケジュール
は時計のイラストを⽤いて時間を⾒る⽀援と⼀緒に、次はな
にをするのか⾃分で確認できるような視覚化を取り⼊れてい
ます。またタイマー等を⽤いた切り替えの練習も⾏っていま
す

⽉に⼀回他事業所と合同で勉強会を開催しており、より専⾨
的な⽀援ができるような体制を整えている

その時、その時の問題点や課題点を専⾨的な知識を⽤いた⽀
援内容の検討であったり、職員の気付きを与えられるような
勉強会を⼼掛けています

通所している⼦供達の年齢が広範囲のため、縦割り教育等が
できる環境である

下の学年は上の学年から学び、上の学年は下の学年の⼦供の
お⼿本になれるように⾏動していくことで、事業所が⼀つの
⼩さな学校のような場所になっている。
少し難しい課題を上級⽣と⼀緒に挑戦し、成功体験をたくさ
ん積んで⾏ける環境を整えてあげられる

事業所における⾃⼰評価総括表公表


